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Ver4.1.9で追加、修正された機能を説明します。 

 

・「座標範囲保存」に、APA座標を追加 

・マルチボタンに GPS関係を２つ追加 

・記録簿に、情報を追加 

・ノンプリからの FHの修正 

 

１、「座標範囲保存」に、APA座標を追加 

   「座標範囲保存」で、保存できるのは、SIMSと CSVファイルでした。 

 ここに、APA座標のファイルも追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２、マルチボタンに GPS 関係を２つ追加 

   要望がありましたので、マルチボタンに下記の２つを追加しました。 

 

  79,GPS条件 

80,GPSシフト量 ON/Off 

 

79は、「GPS条件」を起動します。 

 

80は、「GPS条件」にある、 

 □シフト量を有効にする 

 のチェックボタンです。 

  

「GPS座標測定」から「BTリモコン」表示した場合、 

「開始」、「目標」に名称を変更しました。 

 

 

 

 



３、記録簿に、情報を追加 

   要望がありましたので、追加しました。 

  モーター機を使用している場合に、自動視準機能を使わないで手動で 

 視準する事がありますね。 

 例えば、ＴＳ条件にある“BS：自動視準しない”や、サーチの項目にある 

 〇なし(手動)です。 

 この情報は、観測データのどこにも保存されません。 

 後で、確認できないです。 

 そこで、今回、記録簿に 

 「ソキア・トプコン(モーター機)」の場合は 

【サーチ：BS：自動視準しない】 

【サーチ：なし(手動)】 

【サーチ：グローバル】 

【サーチ：RC(リモートキャッチャー)】 

の情報を、１測定毎に記録簿に保存します。 

 

「ライカ(モーター機)」、「ライカ GeoCOM(モーター機)」の場合は 

【サーチ：BS：自動視準しない】 

【サーチ：なし(手動)】 

【サーチ：自動追尾】 

【サーチ：自動視準】 

の情報を、１測定毎に記録簿に保存します。 

 

これらは、「TS条件」の設定値を保存するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   

 

 

 

 

 

 

 



４、ノンプリからの FHの修正 

   通常測距で、測定、登録後に ノンプリに変更すると 

  FHの値が 0.000 になります。(ノンプリ、シートで FHを 0.000にしないにチェックを 

  付けていない場合) 

  その後、通常の HVSに戻すと、前回 HVSで測定したときの 

  FHの値に自動で戻ります。 

  上記の処理が出来なくなっていましたので、修正しました。 

 

５、その他 

  「GPS条件」のログ再生間隔を変更 

0.2秒を 0.1秒に変更しました。 

「GPSログの再生」ので使用されます。 

 

ユーザのログファイルを見ていたら 

Drogger GPSの 10Hz でのデータが変わっていました。 

以前は、 

１秒間に約８個のデータが下記の様に出力されていましたが 

125008.00 

125008.12 

125008.25 

125008.37 

125008.50 

125008.62 

125008.75 

125008.87 

 

最新の Drogger GPSでは１秒間に 10個のデータがあります。 

233131.00 

233131.10 

233131.20 

233131.30 

233131.40 

233131.50 

233131.60 

233131.70 

233131.80 

233131.90 

何も無関係ですが変わった、という情報です。 

DG-PRO1RWSのバージョンが、変わったというのが正しいですね。 


